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第 1 章 調査の概要 

                                                                           

1  調査の概要 

(1) 調 査 目 的 

 「生ごみ減量・資源化に関する関心度・実践度アンケート調査」は、燃やせるごみの中で約

40％と大きな割合を占める生ごみの減量と資源化に対する、札幌市民の「関心度」や「実践度」

などについて把握し、今後のごみ減量・資源化施策の方向性や内容を検討する際の資料とする

ことを目的として実施した。 

 

(2) 調 査 項 目 

1) 食品ロスについて 

2) 生ごみの水切りについて 

3) 生ごみ堆肥化の取組について 

4) 生ごみ減量の施策について 

5) 基本事項 

 

(3) 調 査 方 法 

1) 調査地域       札幌市 

2) 調査対象        札幌市内に居住する満18歳以上の個人 

3) 標本数          ２,５００人 

4) 抽出方法        住居基本台帳から「等間隔無作為抽出法」により抽出 

5) 調査方法        郵送配布、郵送回収法 

6) 調査期間        令和4年11月10日（木）発送、提出期限11月30日（水） 

 

(4)回 収 状 況 

1) 発送数 

アンケート発送数  ：２,５００件 

返送数（宛先不明） ：   １０件 

有効発送数     ：２,４９０件 

2) 回収数 

アンケート回収数  ： ９２０件 

無効数（無回答）  ：    ０件 

有効回収数     ： ９２０件 

3) 回収率 

アンケート回収率（有効回収数÷有効発送数×１００）：３６．９５％ 
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2  この報告書の見方 

 

（1）回答率（各回答の百分比）は小数第 2 位を四捨五入した。このため、個々の比率の合計が 100.0％

にならない場合がある。 

（2）設問文に『（○は該当するものすべて）』とあるのは、2 つ以上の回答を可としたものであり、その

百分比の合計は 100.0％を超える場合がある。 

（3）グラフにおける「Ｎ」は、比率算出の基数であり、100％が何人の回答者に相当するのかを示すも

のである。 

（4）グラフや説明文における「前回調査」とは、令和 2年度に実施した「生ごみ減量・資源化に関する

関心度・実践度等調査」を示している。 

 

 

 


